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★ ■組織概要
①予算規模 4,200万円

②会員・社員数 社員51名

■連絡先
①ＴＥＬ 04-7181-2567

②ＦＡＸ 04-7181-2568
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④Web

④PR

ニーズの掘り起こし。この地
域の必要性、時代のニー
ズ、高齢化社会を支える
ニーズに気づく事が大切

まだ担い手が不足していますので、随時募集中で
す。

●「まどか」独自のサービス（高齢者や心身に障害
の
　ある方、病気の方などの生活を快適にするための
有
　料福祉サービス）
●介護保険サービス（ヘルパー派遣や少人数制の介
護
　予防型デイサービス事業）
●身体障害者（児）等支援費事業
●ママヘルプサービス

代表の

http://www.npomadok
a.com/

北海道生まれ。
我孫子市在住29年。朗読ボラン
ティア、施設訪問ボランティアを
経て、1986年6月に在宅福祉サー
ビスまどかを設立。1999年6月に
特定営利活動法人格を取得。
2000年介護保険指定事業者とな
り、代表として現在にいたる。
1997年に１級ヘルパー資格取
得、2000年介護支援専門員資格
取得。

その地域に必要であって、まだ存在しないニーズを掘り起こすこと。
例えば、おからの料理と菓子をおいしく作って冷凍し、ネット上で売り出すなど。栄養改善とゴミ減らしに貢献でき
て、新たな店舗も不要。農産物の規格外産品をおいしい漬物にしてネットで売り出すと資源の有効利用になり、高齢
者用の細切りも用意するとユニバーサル食品になる。
ゴミ減らしと資源の有効活用はともに地域の課題でもあり、グローバルな課題でもある。私にとってコミュニティビ
ジネスとは、日々の充実が得られて、苦しいけれど楽しいもの、である。

③事業
　概要
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特定非営利活動法人
在宅福祉サービスまどか

施設訪問の中で、「在宅で暮らしつづけたいが、支えるヘ
ルプがない」という入所高齢者の声を聞き、在宅サービス
の必要性を痛感した。
その頃、市内には（在宅サービスが）存在していなかった
ので、友人に呼びかけ、責任を果たしていける安定性を担
保するために、有料サービスとして出発した。

★

★

人間関係の構築。共
に造り上げる楽しさ
と信頼関係の維持

介護保険事業者となったことで、常設事務所と職員を維持
できるようになったが、本来の目的である年齢制限や差別
をせず、必要な方に幅広いサービスをお届けすることを大
切に維持し、まどか独自のサービスを活動の中心に据え、
地域の様々なニーズに柔軟に応えようとしている。

★

生存に基本的に必要な事に気
づく。第1次産業（農業や淡水漁
業）は、将来性がある分野であ
り、気候に恵まれた美しい千葉
の風土を活かすことを考える。
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